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市議会が2月16日に開会 令和5年市議会第1回定例会が2月16日㈭13時から開会される予定です。 問総務課☎7150－6067
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 市の人口と予算 〈2月1日現在〉
人口・世帯   （　） 内は前月比／前年同月比
 合計 ＝209,245 人 （＋146／＋3,784）
 男 ＝102,818 人 （＋0061／＋1,718）
 女 ＝106,427 人 （＋0085／＋2,066）
 世帯 ＝ 88,036 世帯 （＋0048／＋1,960）
予算
 一 般 会 計 ＝ 833億1,226万4千円
特別・公営企業会計 ＝ 452億    461万4千円

　

多様な教育的ニーズに対応し、
互いの違いを尊重する教育の推進

流山市長
井崎 義治

井崎市長からのメッセージ

交流

特別支援学級

通常学級
地域の学校

特別支援学校交流

インクルーシブ教育って?
　インクルーシブ教育とは、障害のある子もない子も可能な限り共に学び、共に
育つことを通じて、互いを理解し、人間の多様性を尊重し合う共生社会の実現を
目指す教育のことです。
　市では、特別支援学校に通う児童･生徒は地域の学校と、特別支援学級に在籍す
る児童・生徒は通常学級と交流を図りながら学習を進めています。

※ロジャーマイク：補聴援助マイク

　流山市では、お互いを尊重し合う共生社会を実現するた
めの「インクルーシブ教育」を推進しています。そして、その
教育システム構築に欠かせないのは、障害のある子どもが
積極的に社会へ参加するための特別支援教育です。

　今号では、市が取り組む多様なニーズに対応した特別支
援教育について紹介します。
問教育研究企画室☎7150−8388

　市では、特別な支援を必要とする児童･生徒が年々
増加し、それに対応するため、市内に特別支援学級や
通級指導教室を増設してきました。また、市独自にス
クールカウンセラー、学習サポート教員、介添員、ス
クールソーシャルワーカー、サポート看護師など、専
門の職員を288人配置し、今後も増員を図りながら
子どもたちの教育を支えていきます。
　特別な支援を要する子どもに限らず、多様な特性
を持つ子どもへの配慮に取り組み、全ての子どもが、互いの違いを尊重す
る「インクルーシブ教育」を目指してまいります。



特別な支援を必要とする児童･生徒だけでなく、広く児童･生徒をフォロー

3 特集：インクルーシブ教育を目指して 第1668号  令和5年2月11日㈷ 2

子育て世帯(低所得)生活支援
特別給付金の申請は2月28日まで

低所得の子育て世帯に対する子育て世帯生活支援特別給付金の申請が終了します。詳細は市ホームページをご覧
ください。問子ども家庭課☎7150－6082　ひとり親世帯分… 1036281 　ひとり親世帯以外分… 1036312

一人ひとりのニーズに 応じた教育環境を提供一人ひとりのニーズに 応じた教育環境を提供

　特別支援の概要や入学ま
での流れを説明します。ま
た、説明会に参加された方に
は、個別の就学相談を案内し
ます。どのような教育環境や
教育内容が必要か一緒に考
えます。

①就学説明会･就学相談
　(4月～5月)

　学校の教育活動を実際に
見たり体験したりすること
で、就学先について理解を深
めることができます。お子さ
ん自身も、就学をした際の学
校の雰囲気を事前に感じて
いただけます。

②学級･学校見学体験
　（7月～10月）

　医師や児童福祉施設職員
など知見を有する教育支援
委員が、検査や観察、現在利
用されている医療機関や支
援施設などからの資料を参
考に話し合い、具体的な支援
や就学先を決定します。

③教育委員会答申
　（随時）

※①、②の日程は今後の広報ながれやまでお知らせします。

④就学先の決定
　（随時） 子どもに合った教育を保護者と一緒になって考える

児童・生徒に合わせた
多様な学び場

高等学校、特別支援学校（高等部）、高等専修学校など、
一人ひとりに合った進路へ

　流山市では、全ての子どもが自己肯定感を持ち、自分を大切にする気持ちや
自信を持って学校生活が送れるよう、さまざまな教育支援を行っています。
　近年、少子化、核家族化、情報化、国際化など、社会環境が急激に変化して
いるため、保護者とお子さんの価値観が、以前と比べ多様化しているように感
じています。そのため、お子さんの成長を最大限に引き出すためには、保護者
から家庭での様子をお聞きし、学校と一緒になって、お子さんのことを考えて
いくことが大切です。

　学校には、担任の教員をはじめ、さまざまな専
門職員がいます。教職員は、家庭での学習や生活
状況などを聞き、どのように学校で支援するのか、
家庭ではどのようなことをお願いするのかを整理し、専門職員とも連携しなが
ら子どもの将来の自立と社会参加に向けて、見通した計画を立てていきます。
　子どもの成長や学校生活で困りごとや心配なことがありましたら、お気軽
にお通いの学校にご相談ください。

流山小学校教頭  副見 英子さん

インタビュー

就学前就学前 小・中学校に
入学後

特別支援コーディネーター
 加藤 理恵さん

特別支援コーディネーターが円滑に情報共有

　特別支援コーディネーターは、児童･生徒に関する情報を円滑に共有
できるよう、教員間の連絡調整や校内における会議･研修の企画運営を
行っています。また、保護者からの相談窓口となったり、校内支援体制
をコーディネートする役目を担ったりします。

  難聴特別支援学級担当教諭 
長谷川 詩さん

介添員 
荒井 直子さん

特別支援学級の児童･生徒の学習を介添員が補助

　介添員は、特別な支援が必要な児童･生徒の学校生活をフォローした
り、通常学級での授業の際に後ろから見守りを行ったりするなど、児童・
生徒が安心して学習ができるよう補助をしています。

学習サポート教員
 安藤 めぐみさん

　特別な支援を必要とする児童･生徒一人ひとりにきめ細かな指導が
行えるよう、指導目標や指導内容などを具体的に表した個別の支援計
画･指導計画を立てています。
　支援計画･指導計画は保護者と担任が協力して、定期的に見直しを
しながら、適切な指導や必要な支援につなげていきます。

難聴児童の学習を支援

　難聴児童を対象に、個別またはグループで言語指導を行っています。
また、通常学級で授業を受ける際に、児童と一緒にクラスに入り、要約
筆記やささやきなどを行い、先生や友達の発言を伝え、児童の学習や支
援にあたっています。

　支援の区分(知的･情緒･言語･難聴)ごとの少人数学級で、生活や学
習上の困難を改善または克服するため、一人ひとりに応じた教育を
行います。児童・生徒の様子に応じて、通常学級での交流学習にも取
り組みます。
● 知的特別支援学級… 全小･中学校(27校)
● 情緒特別支援学級… 全小学校(17校)、中学校(南部中、常盤松中、
　 東部中、東深井中、南流山中、八木中、
 おおぐろの森中）
● 言語特別支援学級… 八木北小
● 難聴特別支援学級… おおたかの森小

特別支援学級

※令和4年度現在

　障害のある幼児･児童･生徒に対して、学習上ま
たは生活上の困難を克服し、自立を図るために必
要な知識･技能を専門的に指導をします。詳細は千
葉県ホームページをご覧ください。

特別支援学校

個別の教育支援計画・
個別の指導計画を活用

　学習サポート教員・指導員は、特別な支援を必要とする児童･生徒だけ
でなく、広く児童･生徒の指導を行います。学級担任や教科担任と連携し、
通常学級の授業に入り、児童･生徒の学習サポートを行っています。

※夏休み期間中は除く

　市では、切れ目ない一貫した支援を行うため、特別な支援が必要な児童･生徒に個別の教育支援
計画や指導計画を定期的に作成し、ご家庭で個別サポートファイルに入れて保管していただいて
います。そのため、進学や就労など、ライフステージに変化があっても、サポートファイルを活用し、
継続して支援が受けられます。
　また、さまざまな専門職員を配置し、児童･生徒に合わせた学びをサポートしています。令和5年度
からは、特別支援スーパーバイザーを教育委員会に配置し、流山市全体の特別支援教育の充実を図っ
ていきます。

　通常学級に在籍している小学生が対象で、週1回程度、通級指導教
室設置校で言語や難聴に関する指導を受けます。
● 言語通級指導教室…流山小、江戸川台小、東深井小、小山小、　　　
　　　　　　　　　  南流山小、おおたかの森小
● 難聴通級指導教室…おおたかの森小

通級指導教室

※令和4年度現在

　次年度、小･中学校に入学するお子さんで、特別支援学級や通級
指導教室、特別支援学校をお考えの保護者を対象に、就学相談や
学校見学などを行い、お子さん一人ひとりの成長に応じた学びの
場を提案します。なお、小・中学校に在籍する児童・生徒については、
お通いの学校にご相談ください。
問教育研究企画室☎7150−8388

　教育委員会答申をもとに、
最終的な就学先･支援方法を
本人･保護者と一緒に決定し
ます。また、就学後もお子さ
んの発達の程度、適応状況な
どを勘案しながら柔軟に学
び方を見直していきます。
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　市では、病気や発育、学習や生活状況に応じて、専門職員がさまざま
な相談を受け付けています。お子さんの持つ可能性を最大限に伸ばすた

めには、将来を見通した早期からの相談･支援が重要です。困りごとや心配
なことなどがありましたら、各相談窓口へお気軽にご連絡ください。

　持続可能な開発目標である「ＳＤＧｓ」に掲げられた17のゴールのうち、
「ジェンダー平等を実現しよう」「人や国の不平等をなくそう」「平和と公正
をすべての人に」を主とする取り組みとして、「ＳＤＧｓ関連パネル･ポス
ター展」を開催します。

　誰一人取り残さない社会を実現するため、一人ひとりができることに
ついて考えてみませんか。
問企画政策課☎7150−6064

掲載記事へのお問い合わせの際は、電話番号の押し間違えのないようにお願いします。古紙100％再生紙、 植物油インキ使用

育ちや教育に関する相談

誰一人取り残さない社会を目指して
SDGs関連パネル・ポスター展を開催

G
目 標

oals

S
持 続 可 能 な

ustainable

日本語で｢持続可能な開発目標｣
　SDGsは｢Sustainable Development Goals(持続可能な開発目標)｣の略称。
これは、2015年9月の国連サミットで採択された｢将来にわたってよりよい未来·世界
をつくる｣ための国際目標(ゴール)です。

2030年までに達成すべき17のゴール
　世界では貧困や気候変動、紛争など数多くの課題に直面しており、日本も少子高齢
化、人口減少、自然災害などさまざまな問題を抱えています。そこで、地球温暖化や
貧困問題を解決し、将来の世代が安心して暮らすことのできる持続可能な世界を目指
して、2030年までに達成すべき、17の目標(ゴール)が定められています。

SDGsとは?

私たちや次の世代のニーズを満たしこの世界で暮ら
し続けるために、経済、社会、環境が調和を図ること
が求められています。

D
開 発

evelopment
日本では、貧困·格差の撲滅、環境破壊防止など、先
進国にも関係する多くの開発支援に関する課題を含
んでいます。

2030年までに達成しなければならない17の目標のことを
いいます。その目標は互いに関連しています。1つの目標
を取り組むことが総合的な取り組みにつながります。

 ①就学相談
　特別支援学校や特別支援学級、通級指導
教室をお考えの保護者を対象に、相談を受
け付けています。年長(5歳児)については、
4月～5月に開催する就学説明会後に順次
相談を開始します。現在、小·中学校の児童·
生徒については、お通いの学校にご相談く
ださい。
▷受付時間=平日9時～16時30分※第3
水曜除く
問教育研究企画室☎7150－8388
 ②教育相談
　小･中学生が抱える不登校や友人関係、
学習に関わる困りごとなど、学校生活上の
悩みについて、心理士がカウンセリングを行っています。お通いの小･中学校と
も連携しながら、一緒に解決を図っていきます。
▷受付時間=平日9時～16時30分※第3水曜を除く
問教育研究企画室☎7150－8390

 ③乳幼児の育児相談
　乳幼児の発育･発達について、乳児家庭全戸訪問や1歳6カ月児健診、3歳児健診など
で相談を受けています。また、保健師などの専門職員が電話や訪問により、お子さんの
心配ごとについてお話を伺い、お子さんの様子を保護者と一緒に確認しています。
▷受付時間=平日8時30分～17時15分
問保健センター☎7154－0331
 ④幼児教育相談
　3歳～5歳児の保護者を対象に、保育所(園)・幼稚園・認定こども園などでの生活につい
ての悩みや、就学に向けての心配ごとなど、専門の相談員やカウンセラーに相談すること
ができます。
▷受付時間=月･水･木曜9時～14時
問幼児教育支援センター☎7154－8781
 ⑤発達相談
　療育相談室では、0歳から年長(5歳児)までの乳幼児を対象に、心理士、言語聴覚士、
作業療法士、相談員など専門スタッフが発達を全体的に確認し、お子さんにとって必
要なサポートの方法を考えていきます。まずは電話でご相談ください。
▷受付時間=平日９時～17時
問療育相談室☎7154－4844

SDGｓパネル展
　SDGｓの目標やその課題について分かりやすく紹介します。
SDGｓを身近な問題として捉え、私たちにできることは何か考え
てみませんか。
日／所 2月20日㈪～3月7日㈫／東部公民館、3月8日㈬～
22日㈬／森の図書館

1032478

男女共同参画啓発パネル展「性の多様性ってどういうこと?」
　性別にとらわれず多様な性のあり方を受け入れて、誰もが自
分らしく暮らせる社会にするため、性の多様性について一緒に
考えてみませんか。
日／所 2月20日㈪～3月7日㈫／おおたかの森センター、3月
8日㈬～22日㈬／南流山センター

1040039

やさしい日本語ポスター展
　多くの外国人とコミュニケーションをとることができる「やさし
い日本語」について紹介します。「やさしい日本語」は、高齢者や
障害のある人など、多くの人に分かりやすく伝えようとするもの
です。
日／所 2月20日㈪～3月7日㈫／東部公民館、3月8日㈬～22日
㈬／森の図書館　 1039052

平和ポスター展
　太平洋戦争における国内唯一の地上戦である沖縄戦の被害と
平和の尊さを伝えるため、沖縄県平和祈念資料館からお借りした
貴重なパネル資料を展示します。改めて平和の大切さについて考
えてみませんか。
日／所2月20日㈪～3月7日㈫／おおたかの森センター、3月8日㈬～
22日㈬／南流山センター　 1007107


